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研究成果の概要： 

拡散テンソル tractographyを用いて個人の錐体路の可視化を行い、それを標準脳に合わせ

て mappingし、錐体路近傍の梗塞について症状との対比を行った。Mappingされた錐体路と梗

塞巣との位置関係は、梗塞による症状と有意な相関を示した。 

 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

１８年度 1,100,000 0 1,100,000 

１９年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

２０年度 700,000 210,000 910,000 

年度    

  年度    

総 計 2,800,000 510,000 3,310,000 

 

 

研究分野： 総合領域 

科研費の分科・細目： 神経科学・神経解剖学・神経病理学A 

キーワード：拡散テンソル・錐体路、白質路 
 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 錐体路の位置に関しては脳解剖学では内
包での位置にも異論があり、放線冠での位置
は不明であった。従来の CT,MRIでもその正
確な位置は分からなかった。拡散テンソル
tractographyは生体の白質路を可視化でき
る唯一の方法として、錐体路の位置を示すこ
とができるが、validationが必要であった。 
 
 
 
 

２．研究の目的 
 拡散テンソル tractographyを用いて錐体
路の位置を標準脳上でmappingし、それを近
傍の脳梗塞での症状と比較して、validation
を行い、錐体路描出における拡散テンソル
tractographyの検証を行うことを目的とす
る。 
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３．研究の方法 
 錐体路近傍の脳梗塞患者と正常ボランティ
アに対し拡散テンソルMRIを行い、自ら開発
した拡散テンソル tractographyソフト dTV
を用いて錐体路を描出し、それをSPMにて標
準脳上に mappingし（下図）、その位置と症
状との対比を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
４．研究成果 
 正常成人における標準脳上での錐体路の
位置のmappingを行なった（下図）。 
 
 
 
図 錐体路各成分の立体表示 
 

 
 
（赤：顔、緑：手、青：足の運動野からの線
維） 
 
 

図 錐体路各成分を2次元画像（軸位断）上
に示した 
 

 
（赤：顔、緑：手、青：足の運動野からの線
維） 
 
 
 
 
 この錐体路mappingを標準脳に
registrarionした錐体路近傍脳梗塞患者の
MRI比較すると、梗塞と錐体路とくに、皮質
脊髄路の位置関係と、運動機能の回復とは有
意な相関をしめした（図）。 
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